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要約 マイタケを母豚に、分娩予定日の 2ヶ月前から離乳時まで給与し、子豚の発育、下痢の発

生および免疫機能に及ぼす影響について検討した。

生H寺から離乳JI寺までの子jほのよ得体重は、2%添加IXが対H日医に対して高く (pく0.0])、下痢の発生は2%

添加l区が対照区に対して低かった (pく0.05)

初乳中の免疫グロプリン OgG)濃度に差はなかったが、子豚IIILしよう中の IgG濃度は 1%添加医が

対照区に対して高い傾向 (p=0.064)であっ

これは、母豚飼料ヘマイタケを添力行することにより初乳巾の IgG濃疫が網加し、子!隊に移行したも

のと推察された。

これらのことから、母豚にマイタケを給与することにより、初乳をとおして移行免疫が地加し、子

l隊の下痢発生の抑制および子豚の発育を向上させる可能性が示唆された。

現在、医療現場において抗菌剤の来たしている役割lは

きわめて大きいが、抗菌剤に耐性菌が出現するなど、開

題が発生しているため、医療現場では抗菌剤の使い方に

注意が払われている (WHO，2000)。

資産分野においても、近年、世界的に論議を呼んでい

るのが、家畜の成長促進を目的とする抗菌剤の使用であ

る。これによる薬剤耐性菌の発生や畜産物への抗菌剤l残

留が危倶されている。これらを踏まえ、 EU加盟国内で

は2006年 l月以降、「成長促進を目的とする抗菌剤」の

使用を全面的に中止した。しかし、使用中止に伴い、「生

産性の低下j や「治療用薬品j の使用量が増加するなど

の、新たな問題が指摘されている(小林，2004)。

わが国での養豚飼料への抗菌剤使用については、基準

内の使用は認められている(日本飼養標準・豚，2005)も

のの、安全・安心な農産物生産の観点から、抗菌剤の使

用量低減が望まれている。

そこで、抗菌剤の代替となりうる天然物質として、マ

イタケに含まれる多糖類 (s グ、ルカン)が免疫増強作
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用、感染防御作用、発ガン抑制作用などの多彩な生物活

性があること(難波，1995)に着目した。

本研究で、はマイタケを母豚に給与ーし、子豚の発脊、下

痢の発生および免疫機能に及ぼす影響について検討した。

材料及び方法

1. 供試廓および銅養方法

試験には、新潟県農業総合研究所密度研究センターで

されたランドレース種の母豚 13顕およびその母豚

から生産された子豚 111頭を用いた。

母豚はストールにて単飼し、市販の種豚用配合飼料「か

がやきクイーン72M:(粗タンパク質ミ 14.5%、組脂肪

ミ~ 2.0%、組繊維豆 10.0%、粗灰分豆 10.0%、カルシウム

ミ0.8%、リンミ;;0.6%、可消化養分総量ミ72.0%)J (J 

A東日本くみあい飼料、新潟県聖能町)を分娩2ヵ月前

から分娩まで 1日1匝 (2.6kg)、授乳中は2回 (2.6kgX 
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2間)給与し、自由飲水とした。

子豚は母諒毎に君学館し、全てに抗菌都無添加のほ乳類

用配合飼料 fチャレンジえつけ(粗タンパク質ミ 23.0%、

組脂肪;s4.0%、粗繊維豆 2.0%、粗灰分壬 8.0%、カルシ

ウムミ 0.8%、リンミ;;0.7%、可消化養分総量;s90.0%) J 

(科学飼料研究所、群馬県高崎市)を不断給与し、自由

飲水とした。

2. 試験震の設定

各区の設定は、 fかがやきクイーン 72MJのみの給与

を対照区(母豚5頭)とし、この飼料に粉砕し 1mmメッ

シュを通過した乾燥粉砕マイタケ fl00gあたり:エネル

ギー 181kcal、タンパク質21.9g、脂質3.旬、食物繊維40.9g、

灰分 5g([1:9訂日本食品成分表より)Jを I%J=乗せ添加し

た 1%添加1区(母豚4fi郎、および2%上乗せ添加した

2%添加区(母隊4頭)の 3区とした。

3. 調査方法

子豚の発育は、生時、 1週齢、 2適齢、離乳時 (25日

齢)にそれぞれ体重を測定し、臼治体重を調査した。ま

た、母豚の育成能力の影響について検討するため、母豚

俗の子!隊i督体総重最(j腰綜に子豚増体重の合計値)、

成率および子豚の下痢発生回数(毎朝、水溶性下痢の発

生状況を観察し、 l頭以上の発生確認を i回とした)を

測定した。

初手しゃの免疫グロプリン(IgG:以下)濃度は、分娩

後24[l寺潤以内に動物用アトニンーo(飛鳥製薬.東京)
を5ml接種し、搾乳による採材後、遠心分離 (4

0

C、12，000

Xg、30分)で脂肪を除去したものをELlSA法により市

販キット (PIGIgG. BETHYL. USA)を用いて測定した。

1-豚鼠しよう中の IgG濃度は、 1j担齢I!寺の子豚(各母

豚毎の子豚の平均体重にそれぞれより近い子豚2頭)か

ら真空採血管で採血し、遠心分離(IOOC、700X g、5分)

したものを|湾様のキットを用いてELlSA法により測定

し

胸膜性肺炎(豚アクチノパチラス・プルロニューモニ

エ)の抗体価は、初乳および子践JIllしょうの IgG濃度測

定と同一試料および、市販キット(アグテック AP2. 日

生研.東京)を用いて測定した。

得られた結果は、母綜へのマイタケ添加量を要因とし

た一元配置の分散分析で、有意差が認められたものは

Tukeyの多重検定により平均値の比較を行った。

結果

1. 子腐の増体重

子豚の日増体重は、 1%添加区および2%添加区が対照

区と比較して常に高く推移し、全期間の日土間体重では、
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対照区と比較して 2%添加区が有意にi高かった (pく0.01、

表1)。

表 1 子豚の臼増体量 (DG) (g) 

EH普体量の推移
分娩~高官乳

分娩~li援 l 週~2週 2i震~離乳

対照 (n=44) 170土58 213 こと 55 208 47 199 こと 8A 

1%添加区(n=32) 184土62 230 :t: 44 219土68 212 II 

2%添加区(n=35) 166ヱ64 231土66 280土101 234 -ヒ IOB

※ 平均値土標準偏差
呉符号間 り (A，B: p < 0.01) 

母豚 1腹毎の子豚増体総重量は、分娩u寺から 2illi1齢11寺
の期間に有意な主主はみられなかったが、 2週齢11寺から離

乳時で2%添加i玄が対照区と比較して高い傾向(P=0.065)

を示した(表2)。

表2 母豚1腹の子豚の増f本主主 (kg) 

i弱体遺;の推移
分娩~離乳

分娩~l 週 li!El~ 2 i趨 2遮~離乳

対照 (11=5) 9.8と4.7 13.1 :土 2.6 20.1.土1.7 42.9ご 8.0

1%添加IR(n=4) 9.3こと3.8 12.9土4.1 19.2土5.9 41.4土10.5

2%添加区(n=4) 8.9土5.9 14.1.主4.1 27.0土5.4 50.0土10.3

※ 平均値土標準偏差

f手豚毎の離手L室長数および育成率に区間の差はなかった

(データ省略)。

2. 子豚の下痢等

母綜毎の子豚の下痢発生回数は、対照区と比較して

2%添加医が有意に少ない値 (pく0.05)で、あった(図1)。

3.5 a 

3 
nと 5

~ 2.5 
題 2 ー¥¥  
自1.5

0.5 

O 

対照1& 1%添加区 2%添加区

※ 異ェ符号開に有意差有り (a，b : p < 0.05) 

密 1 母豚1腹当たりの子豚の下痢発生数

初乳rtのIgG濃度は、区間に羨はなかった(国 2)が、
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子豚血しょうゆの IgG濃度は、対照区、 1%区、 2%区で

7.6 :t 2.4、 13.2二と 4.8、10.7こと 6.7mg/mlであり、対照区

と比較して 1%区が高い傾向 (p出0.06)を示した(図 3)。

胸膜性肺炎の抗体側は、区間に差はなかった(表 3)。

-::::::-70 

ぞ60
z 50 
函40
哩~ 30 

1320 
10 

0 

n=4 

対照区 1%添加区 2%添加区

ミ 25
E 
'bo 20 
E 
通15
主唱 10 
o 
b.O 5 

G 

図2 宅JJ乳中 IgG濃度

n=8 

対照区 1%添加区 2%添加震

図3 週齢時のぞ子豚1fllしよう rpIgG 濃度

表3 胸膜性肺炎の抗体価

対照区 1%添加区 2%添加区
(n=5) (n=4) (n叫)

初手L中 65.6 こと 57.8 68.0 46.0 84.0:t 54.5 

子豚lIllしょう
0.4土 0.8 3.8土5.7 1.3 2.8 (j週齢)

※ 平均値二と標準偏差

考察

母豚へマイタケを給与することにより、その母豚から

生産された子豚の下痢の発生が減少し、良好な発育を示

す結果が得られた。この要因として、豚は胎児期に母豚

からの抗体の移行はなく母子免疫は乳汁を介して行われ、
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二日深は高濃度の IgG抗体を含んだ初乳会飲むことにより

移行抗体を獲得する(清水と見玉，1999)ことが知られて

いることから、子豚血しょう中の IgGは初乳からの移行

免疫による噂加であると考えられる。

ただし、初乳中の IgG濃度は母豚聞のばらつきが大き

く、また、豚の IgGj農産成分「初乳 61.8mg/ml、24時間

11.8mg/mlJ (清水と見玉，1999)と比較して低かった。こ

れは、分娩から母乳採取まで、の時間差があったことなど

が原因として考えられた。

なお、マイタケ中にはアノレギニン等の遊離アミノ駿が

含まれている (Mateoet al.，2007)ことや、妊娠豚へのし

アルギニン添加が繁殖成績を向上する(水野と宿

前，1992)ことが報告されている。本試験において、母豚

の育成能力や繁殖能力に影響していることも考えられる

}とから、母豚の健康状態、乳汁中の栄養成分および子

豚の栄養状態なども誠査することが必要と忠われる。
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